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生花を飾ることができないような場所には、プリザーブドフラワーや、生花と見間違えるほどのクオリティに進化したアーティフィシャルフラワーの出番です。例
えばアレルギーのある人、水の入った花瓶を飾れないパソコン周り、病院の中など、活躍の場は多彩です。水を取り替える手間がなく、生花では出来ないデザイ
ンを楽しめるのも魅力のひとつ。デザインはすべてFLORIST IRIE　/ Ｍoments in Ｂloom オリジナルで、花のある生活を日々楽しんで頂きたく紹介しています。

編集：U・Zealand　ライター：内野智子　アートディレクター：ティオ（後藤裕二）

お問合せ・お申込み　
住所：〒270-0113　千葉県流山市駒木台340-73
電話：04-7168-8755　FAX：04-7152-6705
E-MAIL: info@f-irie.co.jp
URL: f-irie.co.jp

Junko Irie（入江淳子）

「株式会社フロリスト　イリエ」代表取締役。“花との出会
いでココロに生まれる感動”を大切に、花が持つ癒しの効
果を提案している。ウエディングフラワーデザイナーとし
て30年活躍。現在は、自身のフローラルデザインブラン
ド「Ｍoments in Ｂloom 」に注力している。草月流師範。
全米ブライダル協会認定フラワー講師。

P r o f i l e

ストライプは今年のトレンドのひとつです。ダスティピ
ンクのイングリッシュローズが大人な印象のサークル
BOXアレンジ。世界のトップブランドにも愛される

「MOKUBA」のオートクチュールリボンをかけて、贈り
物に。

大人ロマンティックな
プリザーブドフラワーボックス

初夏にたおやかな花穂を風にそよがせるブッドレアシル
バーは優しく甘い香り。ブッドレアのプリザーブドリー
フとローズマリアンヌを組み合わせたリースです。

初夏の気配を連れてくる
ブッドレアシルバーのリース

花との出会いで生まれる感動を大切に
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［モーメンツ イン ブルーム by J］Vol.

Floral design by Junko Irieの
最新情報をお届けします

V
ol.

T o p i c

　6月7日、さくらホールで柏さくら幼稚園「保護者向け講座」を開講しま
した。さわやかなグリーン系をベースにしたオールラウンドのアレンジメン
トです。お子様にも人気の元気いっぱいなひまわりをアクセントにしました。
デザインのポイントはおさえつつ、それぞれのセンスが光る素敵な作品に仕
上がっています。この生花アレンジは、飾るだけでなくお子様と一緒にお世
話して、だんだんと小さなアレンジに作り変えるなどしてより一層楽しんで
いただけることと思います。ご参加いただき、ありがとうございました。

幼稚園の保護者様向け講座
初夏のフラワーレッスン

夏のリース
まるで野のなかからそのまま掬い取った

かのようなグリーンのリース。
夏の風が通り抜ける瞬間を感じたい。



夏を楽しむのに
ぴったりな
エアプランツ

Summer Season

もっと気軽に取り入れたい
アーティフィシャルフラワー今月のトキメキ

Junko Irieの

花 の あ る 暮 らし

風と水が大好きな
パイナップル科の不思議な植物。
夏らしいインテリアに最適です。
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り
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す
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ピ
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を
打
っ
て
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け
る

だ
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フ
レ
ー
ム
の
中
に
ひ
と
つ
の
世
界

が
で
き
あ
が
る
こ
と
で
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う
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ろ
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。
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流
木
や
石
と
の
相
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も
ち
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ん
の
こ
と
、
何
と
で
も
合
っ
て

簡
単
に
、
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敵
に
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れ
る
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ア
プ
ラ
ン
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に
取
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す
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の
植
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で
す
。
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に

な
っ
た
エ
ア
プ
ラ
ン
ツ
（
チ
ラ
ン
ジ
ア
）

は
南
ア
メ
リ
カ
の
乾
燥
地
帯
が
原
産
。

雨
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少
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砂
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や
湿
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で
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ら
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や
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中
の
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収
し
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し
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が
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要
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飾

り
方
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ア
レ
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し
て
楽
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い
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物
で
す
。
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花
に
は
心
を
癒
す
、
心
が
豊
か
に
な

る
、
季
節
感
を
演
出
す
る
、
空
間
が
美

し
く
華
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が
あ
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取
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入
れ
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テ
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フ
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い
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に
上
手
に
取
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入
れ
、
気
持
ち
良
く

過
ご
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

ワイヤー、麻ひも、キ
リ（目打ちでも可）、
ペンチなど。

材料How to

キリ（もしくは目打ち）で
穴を２か所あけた土台に針
金を通して輪を作ります。
そこにチランジアを通して
固定。その際、根が傷つか
ないように、少し緩めに調
整するのがポイントです。

後ろで針金をねじってしっ
かり止めてください。余分
な部分はペンチでカットし
てできあがり。いろんな土
台を使ってみれば、さまざ
まな表情を楽しむことがで
きますよ。
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直
射
日
光
が
当
た
ら
な
い
、
明
る

い
日
陰
に
置
く
の
が
お
す
す
め
で
す
。

夏
は
風
通
し
の
良
い
日
陰
に
置
き
、

冬
は
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
越
し
に
優

し
い
日
光
を
当
て
て
あ
げ
る
と
よ
り

元
気
に
な
り
ま
す
。
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る
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通
し
の
良
い

場
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が
最
適

　

週
１
〜
２
回
、
霧
吹
き
で
水
分
を

与
え
る
ミ
ス
テ
ィ
ン
グ
。
月
に
１
〜

２
回
、
バ
ケ
ツ
な
ど
に
水
を
張
り
、

４
〜
６
時
間
ほ
ど
浸
す
ソ
ー
キ
ン
グ
。

そ
れ
ぞ
れ
湿
度
に
合
わ
せ
て
回
数
を

増
減
し
て
く
だ
さ
い
。
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枯
葉
は
、
無
理
に
取
ろ
う
と
す
る

と
株
が
折
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
軽
く
引
っ

張
っ
て
も
取
れ
な
い
場
合
は
、
完
全

に
枯
れ
て
茶
色
に
な
る
ま
で
待
っ
て

く
だ
さ
い
。

3

P
o

in
t

枯
葉
を
無
理
に

取
る
の
は
避
け
る

花が
心を豊かにする
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　今回は3月8日「ミモザの日」のイベント

で出会ったミモザのオーデコロンの香りが印

象的だったサンタ・マリア・ノヴェッラです。

イタリアのフィレンツェで800年の歴史を誇

る世界最古の薬局で、天然ハーブを用い、自

然治癒や予防医学という思想をもとに「香り

と癒し」を発展させてきました。最高品質の

原料にこだわり、天然栽培の草花や天然油脂

を使い「香り」を楽しみ「癒し」とする。オー

デコロン、石鹸、フェイス・ボディケア製品、

キャンドル、そしてフィレンツェの丘に今日

も咲き続ける草花から作られる「ポプリ」な

ど創業当時からの手法を忠実に守り作られる

製品は世界中の人に愛されています。

　次は東日本大震災のひと月後に放送された

スペシャル番組で知った孤高の天才画家、伊

藤若冲です。好きな絵を描き続ける情熱と探

究心、作品から生命力が溢れています。

元気に育つための

ポイント
P o i n t s

Santa Maria Novella

ローザ、ガーデニア、アイリス、ザクロ、
ペティペールの５フレグランスと可愛い
花柄のパッケージはランダムな組み合せ。
サラサラのボディパウダーで暑い夏をさ
わやかに過ごしたい。

ボディパウダー「タルポリーナ」

江戸時代に活躍した色彩の魔術師と呼ば
れる伊藤若冲。東京都美術館で開催され
た「生誕300年記念　若冲展」では「動
植綵絵」の絢爛な色彩に圧倒され、墨の
表現の奥深さに触れることが出来ました。

「千載具眼の徒を竢つ」若冲展　

Jakuchi Ito

右はハワイやタヒチで「レイ」にも使われているプルメリ
ア。花言葉は「気品」「恵まれた人」「ひだまり」「内気な
乙女」など。左は壁掛けにもなるグリーンアレンジメント。

 ［ 夏に花を飾る ］

樹木の皮を小片にした
バークチップ。厚みが
あるものを選ぶ。

コルクボードなど。


